
存在理念

英知と感性を融合し、

独自の美しい価値と文化を創造する。

行動憲章

正しきことに従う心

本レポートでは、当社の計画、戦略、業績の見通しについて記載していま

すが、これらの予測は実際の業績と異なる場合があります。事業環境の

変化によるリスクや不確定な要素は、実際の業績に重大な影響をもたら

す可能性があります。また、本レポートに記載していますデータなどに誤り

があった場合、当社は一切の責任を負いかねます。

業績見通しに関する注意事項

本レポートは、財務情報だけでなく、経営方針や戦略、背景にある考え方

などの非財務情報をあわせて報告することで、私たちの活動をステーク

ホルダーの皆さまにより深く理解いただくことを目指しています。なお、IR

情報・サステナビリティ情報については当社ウェブサイトをご覧ください。
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美しい知恵
人へ、地球へ。

Our Philosophy



研究開発

独自のブランド
マーケティング

私たちの現在地

私たちの強み

VISION
世界で存 在感のある
企業へ　　　の進化

売上高

3,329億円

営業利益率

15.7%

目指すポジション

売上高

5,000億円

営業利益率

 16％以上  
海外売上比率

35 ％以上

海外売上比率

27.9％

3つの成長戦略

・ブランドのグローバル展開加速
・独自性のある商品の積極的開発
・新たな成長領域へのチャレンジ

イントロダクション

2つの価値追求

・よりパーソナルな顧客体験の追求
・ 外部リソースや技術と連携した
独自の価値追求

3つの基盤

・企業の成長を支える経営基盤の構築
・事業環境変化に応じた人材獲得
・人材の育成と活躍できる環境づくり

重点活動テーマ

美しい知恵美しい知恵
人へ、地球へ。人へ、地球へ。

世界に通用する
多様なブランドと
人材を保有する企業

世界に“先取り”して
“独自の価値”を
創出し続ける企業

コーセーを愛する
人たちを広め、
そこで働く者が
誇りを持てる企業

“一人ひとりのきれい”を
追求する企業

品質へのこだわり

コーセーは3つの強みによって「V I S I ON 2 0 2 6」を実現

し、世界中の人々のため、地球の未来のため、あらゆる美

の知恵を役立てる企業への飛躍を目指します。

価値創造プロセス

2026
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1970～1990年代
2000年代 2010年代

創業～1960年代

価値創造の軌跡
革 新 的で高 品 質 。その一つひとつの商 品こそ、コーセーが描いてきた価 値

創 造の軌 跡です。これからもいち早く世 界の変 化を捉え、存 在 感のある商

品を生み出し、すべてのお客さまに独自の価 値と感 動をお届けします。

2017
◦高付加価値製品の生産能力増強

を目指し、群 馬 工 場の新 生 産 棟
が稼働を開始

◦欧州初の研究拠点「研究所 フラ
ンス分室」（リヨン）を設置

2018
欧州初のコンセプトショップ

「Maison KOSÉ」（パリ）をオープン

2019
◦3月に「コーセー先端技術研究所」

を竣工
◦マルホ株式会社と合弁会社設立

に関する基本合意

2012
イタリアで「DECORTÉ」の販売を
開始

2014
米 国の化 粧 品 会 社  T a r t e ,  I n c .  

（タルト社）を子会社化

2016
◦北米の百貨店で「DECORTÉ」

の販売を開始
◦ブラジルで販売を開始

2017
◦株式会社ミルボンと資本業務提携
◦ 7月にコーセー ミルボン コスメティク 

 ス株式会社を設立

2001
韓国へ進出

2005
「ジルスチュアート」ブランドを日本
の化粧品市場に導入

2009
メイクアップブランド「アディクショ
ン」を発売

1946
3月2日、小林孝三郎が東京都北区
王子に小林合名会社を設立

（1948年6月に株式会社小林コー
セーを設立）

1963
フランス・ロレアル社と技術提携

（2001年に合弁契約を解消）

1964
◦埼玉県狭山市に狭山工場を開設
◦ 東京都北区に研究所（現 コーセー  

 研究所）を開設

1968
香港での販売を開始
コーセーにとって初の海外本格進出
となる

1970
高級品専門ブランド「コスメデコル
テ」を発売

1975
業界初の美容液「アルファード R・C
リキッドプレシャス」や、夏用リキッド
ファンデーション、パウダーファンデー
ション、2ウェイファンデーションなど
の新たなカテゴリーを創出

1980
近代的な品質管理方式の導入によ
り、生産本部が業界初の「デミング
賞事業所表彰」を受賞

1985
和漢植物エキスを配合したスキンケ
アブランド「雪肌精」を発売

1987
中国へ進出

1992
「コスメデコルテ」を象徴する美容液
「コスメデコルテ モイスチュアリポ
ソーム」を発売

1988
一 般 品 ルートの 化 粧 品 販 売 会 社 
として 株 式 会 社コスメポ ート（ 現 
コーセーコスメポート株式会社）を
設立

高品質な 
化粧品を創出
創業当初、市場で神話になったほどのコーセーの品
質に対するこだわり。それが「ラボンヌ」をはじめとし
た、多くのロングセラーブランドを築き上げました。

時代に新たな美しさをもたらす
時代とともに変化する一人ひとりのニーズを
常に先取り。イノベーティブな数々の商品を通して、
新たな美しさをもたらしました。

新たな価値を 
世界中のお客さまへ
日本国内で積み上げた実績を強みに、重点グローバルブランドを育成。海外市場を拡大し、 
独自の価値を提供することで存在感を高めています。

Growing Global Presence

香港の百貨店でのイベント

創業時から注力してきたカウンセリング販売

インドネシアにおける美容教育 美容スタッフによる店頭でのカウンセリング

全国のお客さまが集まる「コーセー Beauty フェスタ」

中国進出30周年を記念した 
「KOSÉ BEAUTY EXPO（CHINA）」
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ブランド一覧

展開する主な地域 : J 日本　 A アジア　 U 北米・その他　 E 欧州

コーセーコスメポート（株）

Tarte, Inc.

（株）アルビオン

化
粧
品
事
業

高
付
加
価
値

コ
ス
メ
タ
リ
ー
事
業

基
本
的
価
値

基
本
的
価
値

（株）ドクターフィル
コスメティクス

コーセー
プロビジョン（株）

コーセーミルボン
コスメティクス（株）

 コーセー
プロフェッショナル（株）

H IGH-PRESTIGE
Brands

最高のクオリティを、 
最高のサービスで
コーセーの最先端の技術を結集して
創り上げた、最高のクオリティを持つ
ブランド群で、高級ブランドにふさわ
しい化粧品専門店と百貨店を中心に
展開しています。専門的な教育を受
けた美容スタッフが、きめ細かなカウ
ンセリングを通して商品を紹介、提供
しています。

P RESTIGE
Brands

より多くの方に、 
付加価値の高い化粧品を
高い付加価値を追求しながら、化粧
品専門店、量販店、ドラッグストア、
通信販売など幅広い流通チャネルに
対応するブランド群です。

J A J A J A U

J A J A UJ A J AJ A

C OSMETARIES
Brands

いつもより、 
少し上質な日常を
化粧品のほか、シャンプーなどのトイ
レタリー製品も含めて化粧品発想で
開発するセルフブランド群で、「コス
メタリー事業 ※」と呼んでいます。量
販店、ドラッグストア、コンビニエンス
ストアなどを通じ、優れた商品を手頃
な価格で提供しています。
※「コスメティック」+「トイレタリー」の造語

コーセーでは、魅力あるブランド価 値を創 造するために、「 英 知（ I
インテリジェンス

ntell igence）」と「 感 性（ S
センシャネス

ensuousness）」を

キーワードとした化 粧 品 づくりを目指しています。現 在は、多 彩で独自性の高い「インディヴィデュアルブランド」

と、社 名を冠した「コーセーブランド」からなる2つのブランド群によって、お客さまのさまざまなニーズに対 応 。さら

に、多くのブランドを海 外 展 開し、グローバルな存 在 感を確 立しています。

J A U E

J A J AJ A U E J A

J A
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財務・非財務ハイライト

売 上 高

19/318/317/316/315/3

3,329

2,078

2,433
2,667

3,033

（億円）

営 業 利 益 ／ 営 業 利 益 率

226

10.9

346

14.2

391

14.7

484

16.0

19/318/317/316/315/3

524

15.7%

（億円）

営業利益
営業利益率

研 究 開 発 費 ／ 売 上 高 比 率

47

2.3 2.0

48

50

1.9

53

1.8

19/318/317/316/315/3

53

1.6%

（億円）

研究開発費
売上高比率

親 会 社 株 主に帰 属する 
当 期 純 利 益

120

186
216

306

19/318/317/316/315/3

370
（億円）

女 性 管 理 職・監 督 職 比 率

26.8

26.7
29.6

27.5

19/318/317/316/315/3

30.1%

育 児 休 業 取 得 率

96.9

98.9
99.4

100

19/318/317/316/315/3

100%

海 外 売 上 高 ／ 売 上 高 比 率

339

16.4

430

17.7

551

20.7

755

24.9

19/318/317/316/315/3

927

27.9%

（億円）

海外売上高
売上高比率

地 域 別 売 上 高 構 成 比

72.1%
日本

15.5%
アジア

11.3%
北米

1.1%
その他

R O A ／ R O E

19/3

（％）

11.7

9.1

13.0
13.9

17.6

16.0
16.4

18.8

18/317/316/315/3

18.6

18.8

ROA
ROE

1 株 当たり当 期 純 利 益

211.37

327.04
379.66

536.63

19/318/317/316/315/3

648.71

（円）

リサイクル率

100 100 100

100

19/318/317/316/315/3

100%

サンゴ植え付け面 積

11,230,216

13,041,094
12,381,546

11,532,788

19/318/317/316/315/3

9,265,908㎠

（注1）�総資産事業利益率（ROA)＝（営業利益＋受取利息・配当金）÷総資産（期首期末平均）×100
（注2）�自己資本当期純利益率（ROE)＝親会社株主に帰属する当期純利益÷自己資本（期首期末平均）×100
（注3）�非財務情報の集計範囲は株式会社コーセー単体です。

※���部下を持つ者、もしくは部下を持たなくても同等の地
位にある者

（2018年度）

仕事で活躍したいと希望するすべての
女性が、仕事と生活の調和を図りなが
ら、個性と能力を発揮できる環境づくり
に努めています。

2005年に群馬工場・狭山工場で、再資
源化率を99.5％とするゼロエミッション
を達成。現在は国内すべての工場がこ
の条件をクリアしています。

出産した従業員のうち、100％が育児休
業を取得しています。看護休暇や時短勤
務など、仕事と家庭の両立を支援する制
度の拡充や環境づくりに努めています。

絶滅の危機にある沖縄のサンゴ礁を守る
ため、2009年より「SAVE the BLUE」
プロジェクトをスタート。毎年、キャンペーン
中に販売した「雪肌精」商品の底面積分
のサンゴの植え付けを行っています。

財務 非財務

株式会社コーセーおよび連結子会社　3月31日に終了した各会計年度
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